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4（資料） 「i-Construction委員会 第４回資料（H28.3.25)」より作成

●ICT技術の全面的な活用（ICT土工）

●全体最適の導入（コンクリート工の規格の標準化等）

●施工時期の平準化

■トップランナー施策の内容
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■港湾におけるICTの活用事例①

ﾄﾞﾛｰﾝおよびﾅﾛｰﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑによる３次元測量
（平成27 年度 秋田港飯島地区防波堤（新北）現況調査）

（出典） 東北地方整備局 秋田港湾事務所ホームページ

２．「港湾における ICT 導入検討委員会」での取組み
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■港湾におけるICTの活用事例②

ﾄﾞﾛｰﾝおよびﾅﾛｰﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑによる３次元測量
（平成27年度 むつ小川原港東防波堤被災状況調査）

（出典） 「国土交通省東北地方整備局 八戸港湾・空港整備事務所」 報告書

平成28年1月に発生した低気圧により被災した「むつ小

川原港外港地区防波堤（東）」の被災状況について、

被災原因の究明及び施設復旧設計の基礎資料とする

ことを目的として、UAV測定およびﾅﾛｰﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑ測深

を使用した調査を実施。

3次元画像（写真）

3次元画像（点群）

3次元画像（TIN）

２．「港湾における ICT 導入検討委員会」での取組み
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ICTを用いた施工管理システム

■港湾におけるICTの活用事例③

（出典） 五洋建設㈱ 資料

（出典） 東洋建設㈱ ホームページ

４Dソナーによる施工管理システム

システム概念図

ブロック据付状況

２．「港湾における ICT 導入検討委員会」での取組み



調査～維持管理に至る建
設事業の全プロセスにお
いて３次元モデルを活用

各プロセスのデータを３次
元モデルに一元的に管理
（作成・更新・蓄積）し、全
サイクルで共有
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■港湾におけるICTの活用事例④

（出典） 港湾施設事業へのBIM適用について（SCOPE）

港湾の建設生産プロセスにおける
３次元データの活用イメージ

２．「港湾における ICT 導入検討委員会」での取組み
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■ICTの全面的な活用（課題と取組方針）

＜港湾工事の特徴＞

海上や海中での工事が多く、工事
の出来高の確認や作業の進捗状況
の把握が困難な場合が多い。

波浪や潮流、風による影響が大きい
ため、一般の陸上工事に比べ作業
日数が限定される。

大型の船舶や機械を使用する。

風、塩の影響で構造物や部材が劣
化しやすい。 ／等

＜課題・取組み＞

陸上工事とは異なる港湾工事
の特徴をふまえた
i-Construction への対応

ICT導入に向けた基準類の整備

ICT推進のための環境整備（関連
機器、人材育成等）

ICTの標準化（データ管理を含む）

／等

港湾における
ICT導入検討委員会

＜基準＞

• 港湾工事共通仕様書

• 港湾設計・測量・調査
等業務共通仕様書

• 港湾の施設の技術上
の基準・同解説

• 港湾土木請負工事積
算基準 ／等

＜作業員＞

・船員

・潜水士 ／等

＜工事区分＞

• 浚渫揚土工事

• 捨石基礎工事

• 防波堤工事

• 護岸工事

• 岸壁工事 ／等

＜作業船＞

• 浚渫船

• 土運船

• 杭打船 ／等

２．「港湾における ICT 導入検討委員会」での取組み



15※新基準はイメージであり、現行基準の改定を含む。

マルチビーム音響測深機によ
る測深 （3次元ﾃﾞｰﾀ）

【新基準案】※

・ﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑを用いた測量ﾏﾆｭｱﾙ
（水深測量）

【成果物等】
・3次元でのﾃﾞｰﾀ出力図等（水深
俯瞰図等

・測量管理の効率化・精度向上
・成果品等の削減

3次元測量ﾃﾞｰﾀによる図面作
成および検討
（3次元の現況図と計画図からの
浚渫土量算出/等）

【新基準案】※

・数量算出要領
・港湾積算基準（改定）
→3次元ﾃﾞｰﾀでの数量算出対応

【成果物等】
・3次元ﾃﾞｰﾀ・出力図
・数量算出ﾃﾞｰﾀ（3次元）

・発注図書の削減
・数量算出の効率化

施工者が3次元ﾃﾞｰﾀ（基準に
準拠した独自ｼｽﾃﾑ等含）にて
出来形を管理

（施工前、施工中適時）

【新基準案】※

・3次元ﾃﾞｰﾀを用いた出来形管理
要領（浚渫工）

【成果物等】
・3次元ﾃﾞｰﾀ・出力図

（出来形管理図表、浚渫土量）

・出来形管理の効率化・精度向上

マルチビーム音響測深機での
測深(3次元ﾃﾞｰﾀ)による検査

【新基準案】※

・3次元ﾃﾞｰﾀを用いた出来形管理
の監督・検査要領（浚渫工）

【検査方法】
・3次元ﾃﾞｰﾀ・出力図を活用した電

子検査（机上検査）

・検査の効率化（3次元可視化）
・検査書類の削減

新
基
準

導
入
後
（
対
象
工
事
・
業
務
）

３次元データ（モデル）による業務・工事情報の一元的な管理（各プロセスで得られる情報を順次追加）

完
成
時
の
３
次
元
デ
ー
タ
を
経
年
変
化
の
確

認
や
、
被
災
状
況
調
査
（防
災
）等
に
活
用

▼ ▼▼ ▼

3次元
データ

3次元
データ

３次元
データ

ｼﾝｸﾞﾙﾋﾞｰﾑ又はﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑ音
響測深機による測深
→共通仕様書ではﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑの使

用も可であるが、ほとんどがｼﾝ
ｸﾞﾙﾋﾞｰﾑによる測深

【主な基準等】
・業務仕様書（共通、特記）

【成果物等】
・水深図等（２次元図面）

平面図・断面図等（2次元）の
作成、図面による検討
（平均断面法での浚渫土量算出等）

【主な基準等】
・港湾積算基準

【成果物等】
・発注図面（２次元）
・数量計算書（平均断面法）

基準等をふまえ、施工者が独
自の方法（3次元測深含）にて
出来形を管理

（施工前、施工中適時）

【主な基準等】
・工事仕様書（共通、特記）

【成果物等】
・出来形管理図表（2次元）

音響測深機による2次元又は3
次元測深による検査
→ほとんどが2次元測深

【主な基準等】
・<竣工> 工事仕様書（共通、特記）

監督・検査事務処理要領
・<海保> 水路測量業務準則

【検査方法】
・<竣工> 書類検査（出来形）
・<両者> 現地検測（任意箇所）

現

状

経
年
変
化
（洗
掘
、
堆
積
等
）を

個
々
に
計
測2次元

データ
2次元
データ

2次元
データ

ｼﾝｸﾞﾙﾋﾞー ﾑ
測量ﾃﾞｰﾀ

2次元
図面

ﾏﾙﾁﾋﾞｰﾑ
測量ﾃﾞｰﾀ

3次元
図面

港湾における建設生産プロセスにおいてICTを全面的に導入するための初期

の取組みとして、浚渫工事において３次元データを一貫して使用できるよう、

新たな基準を整備

■H28年度の具体的な取組み（案）

＜新たな基準（浚渫工）整備による変化のイメージ＞

２．「港湾における ICT 導入検討委員会」での取組み

維持
管理

設計・施工計画・積算
（発注図書作成）

調査・測量
（水深測量）

施工・施工管理
（出来形管理）

検 査
（竣工検査）（海上保安庁検測）



項 目

平成28年度

平成29年度～H28

4～6月 7～9月 10～12月
H29

1～3月

現状の把握・整理
取組方針の決定

新基準の作成

新基準の運用方針

新基準の導入
（試行工事・業務）

地方整備局等での
ICT活用検討

●素案

16

■委員会のスケジュール（案）
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第２回委員会
▼（11月）

第３回委員会
（3月）▼

他工種（浚渫工以外）

第１回委員会
▼（6月）

浚渫工

他工種

●試行案

浚渫工

浚渫工等

３
次
元
デ
ー
タ
の
取
得
方
法
案
等

検

討

結

果

委員会・検討会

港
湾
の
建
設
生
産
の
全
プ
ロ
セ
ス
で
「i-C

o
nstructio

n

」
を
標
準
化

港湾工事

浚渫工


